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《
研
究
ノ
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ト
》

『
デ
ア
・
カ
ソ
プ
』
誌
上
の
ズ
ポ
ー
ツ
論
と

　
労
働
者
ス
ポ
i
ツ

上
　
野

卓

郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
オ
ー
ス
ト
リ
ァ
社
会
民
主
党
の
月
刊
誌
『
デ
ァ
・
ヵ
ン
プ
』
に
は
、
第

一
次
大
戦
前
三
篇
、
戦
後
四
篇
の
ス
ポ
ー
ツ
と
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す

る
論
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
内
容
を
紹
介
し
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
運
動
史
の
証
言
と
し
て
今
後
の
研
究
に
役
立
て
る
こ

と
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
労
働
者
ス
ポ
i
ツ
運
動
史
に

つ
い
て
は
、
「
オ
ー
ス
ト
リ
ァ
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
・
身
体
文
化
同
盟
」
（
A

S
K
O
、
一
九
二
四
年
創
立
）
書
記
長
ハ
ン
ス
・
ガ
ス
ト
ゲ
ー
プ
の
簡
単

な
糺
魁
か
ら
ク
ロ
ノ
回
ジ
カ
ル
な
沿
革
は
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
・
実
証

的
な
研
究
は
今
後
の
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
ガ
ス
ト

ゲ
ー
プ
の
小
史
を
参
照
し
つ
つ
、
『
カ
ン
プ
』
論
文
に
お
け
る
オ
ー
ス
ト

リ
ア
の
運
動
の
状
況
と
課
題
、
ス
ポ
ー
ツ
論
の
展
開
を
見
る
こ
と
に
す
る
。
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オ
ー
ス
ト
リ
ア
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
運
動
は
そ
の
全
国
的
組
織
的
結
集
体

を
第
一
次
大
戦
後
の
一
九
一
九
年
に
初
め
て
も
つ
た
。
「
労
働
者
．
共
士

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
連
合
」
」
（
V
A
S
）
が
そ
れ
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
労
働

者
体
育
同
盟
の
第
十
七
地
区
（
中
心
ウ
ィ
ー
ン
）
と
第
十
八
地
区
（
中
心

イ
ン
ス
ブ
ル
ヅ
ク
）
に
組
織
さ
れ
た
体
育
ク
ラ
ブ
、
水
泳
、
有
転
車
の
ク

＾
里
〕

ラ
プ
、
旅
行
ク
ラ
プ
「
自
然
の
友
」
、
そ
れ
に
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
解
体
後

の
国
民
軍
兵
士
が
合
同
し
た
。
労
働
者
フ
ヅ
ト
ボ
ー
ル
運
動
の
創
造
が
挫

折
し
、
ブ
ル
ジ
目
ア
ク
ラ
ブ
と
試
合
を
続
け
る
フ
ソ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
プ
の

加
入
問
題
で
v
A
S
は
分
裂
し
、
一
九
二
〇
年
に
創
殻
さ
れ
た
社
会
主
義

労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
（
S
A
S
I
）
へ
の
代
表
権
獲
得

の
た
め
に
、
一
九
二
四
年
に
A
S
K
O
と
名
称
変
更
す
る
。
そ
の
間
に
国

民
軍
は
反
動
化
し
た
の
で
A
S
K
O
に
は
加
わ
ら
ず
、
の
ち
に
共
和
国
防

衛
同
盟
が
一
九
二
六
年
ウ
ィ
ー
ン
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
祭
典
を
契
機
に
加
入

す
る
。
一
九
二
七
年
S
A
S
I
ヘ
ル
シ
ン
キ
会
議
で
A
S
K
◎
会
長
ユ
リ

ウ
ス
・
ド
イ
チ
ュ
が
S
A
S
I
会
長
に
選
ぱ
れ
、
一
九
三
一
年
ウ
ィ
ー
ン

第
二
回
労
働
者
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
も
決
定
さ
れ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
労
働

者
ス
ポ
ー
ツ
運
動
の
最
高
揚
期
を
迎
え
る
。
ガ
ス
ト
ゲ
ー
プ
の
小
史
に
あ

る
A
S
K
O
組
識
構
成
表
に
よ
る
と
、
⊥
九
二
九
年
時
点
で
十
六
団
体
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

二
四
万
五
千
余
の
会
員
、
一
万
五
千
人
の
児
童
が
組
織
さ
れ
て
い
た
。
S

A
S
I
で
は
ド
イ
ツ
に
次
ぐ
勢
カ
で
あ
っ
た
。
（
ド
イ
ツ
は
同
年
で
一
一

二
万
弱
）

　
『
カ
ン
プ
』
論
文
の
第
一
次
大
戦
前
の
三
篇
は
、
二
篇
の
短
文
の
ス
ポ

ー
ツ
論
（
労
働
者
と
の
関
係
で
論
じ
て
い
る
が
、
正
確
に
は
労
働
者
ス
ポ

ー
ツ
論
と
は
い
え
な
い
）
と
一
篇
の
労
働
者
文
化
・
教
育
運
動
の
成
果
の

報
告
で
あ
る
。
運
動
史
と
の
関
わ
り
で
は
後
の
一
篇
が
興
味
深
い
が
、
二

篇
の
ス
ポ
ー
ツ
論
を
ま
ず
簡
単
に
紹
介
し
た
い
。
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4
）

　
E
．
ス
ト
イ
エ
ソ
ツ
「
労
働
者
は
ス
ポ
ー
ツ
を
行
う
ぺ
き
か
」
（
一
九

〇
九
年
）
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
規
定
を
次
の
よ
う
に
言
う
。
ス
ポ
ー
ツ
は

「
自
分
自
身
の
た
め
に
行
う
諸
カ
の
自
由
な
遊
戯
」
で
、
芸
術
と
同
様
「
価

値
あ
る
教
育
手
段
」
だ
が
、
遊
戯
と
区
別
さ
れ
る
そ
の
「
本
質
的
メ
ル
ク

マ
ー
ル
は
、
平
均
以
上
の
能
カ
を
も
つ
大
衆
に
よ
る
・
一
定
の
身
体
的
・

精
神
的
能
カ
を
要
求
す
る
運
動
活
動
（
黒
蓋
碧
轟
ω
轟
碁
ぎ
5
」
で
あ

る
（
競
争
は
こ
れ
に
入
ら
な
い
）
。
ス
ポ
ー
ツ
が
趣
味
か
ら
文
化
エ
レ
メ

ン
ト
と
な
る
の
は
「
分
業
の
原
理
に
よ
る
人
間
の
一
面
化
と
そ
れ
に
よ
る

身
体
的
．
精
神
的
健
康
の
損
傷
に
対
す
る
補
償
的
作
用
」
が
発
見
さ
れ
る

か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
ス
ポ
ー
ツ
の
規
定
か
ら
労
働
者
に
と
っ
て
の

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
意
義
が
確
認
さ
れ
る
。
そ
の
さ
い
次
の
よ
う
に
述
ぺ
る

と
こ
ろ
に
注
意
し
た
い
。
ス
ポ
ー
ツ
は
「
目
的
が
な
い
だ
け
に
一
層
理
想

的
で
あ
る
」
（
シ
＾
タ
イ
ニ
ソ
ツ
ァ
ー
『
ア
ル
ビ
ニ
ス
ト
の
心
理
』
）
と
い

う
の
も
、
ま
た
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
有
用
な
契
機
を
み
る
人
々
と
同
様
に
正

し
い
と
い
う
。
無
員
的
性
と
有
用
性
と
い
う
（
現
代
の
ス
ポ
ー
ツ
論
に
も
一

つ
き
ま
と
う
）
規
定
が
単
に
「
同
様
に
正
し
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
ま
さ

れ
て
い
る
。
次
に
ス
ポ
ー
ツ
の
効
果
が
と
り
あ
げ
ら
れ
、
相
互
顧
慮
、
制

御
、
自
由
な
交
通
と
い
う
効
果
に
よ
っ
て
「
人
間
的
な
も
の
が
よ
り
純
粋

に
、
よ
り
美
し
く
正
当
な
権
利
を
得
る
」
と
謡
い
上
げ
る
。
興
味
を
引
く

の
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
労
働
者
は
要
求
が
多
く
な
る
と
い
う
論
理
で
あ

る
。
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
結
果
、
多
く
の
新
し
い
欲
求
を
知
る
、
そ
れ
は
一

度
認
識
す
る
と
な
く
な
ら
な
い
か
ら
、
そ
の
充
足
の
充
め
に
自
己
の
状
態

の
改
善
に
努
め
る
、
故
に
精
カ
的
な
活
動
家
に
な
る
。
こ
の
論
理
は
そ
の

後
の
現
実
に
お
い
て
手
ひ
ど
い
反
証
を
う
け
る
。
こ
れ
は
自
然
成
長
論
の

「
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
」
論
で
の
素
朴
な
表
現
と
特
徴
づ
け
る
こ
と
が
で
き

る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
論
者
は
議
論
の
意
図
を
当
時
の
ス
ポ
ー
ツ
有
害
論
な

い
し
消
極
論
（
ス
ポ
ー
ツ
は
労
働
者
を
階
級
利
益
の
追
求
か
ら
そ
ら
し
て

し
ま
う
も
の
だ
）
へ
の
批
判
に
お
い
て
い
る
。
し
か
し
、
批
判
の
対
象
の

側
の
論
理
の
方
が
そ
の
後
の
現
実
に
対
応
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
て

そ
の
現
実
を
変
革
す
る
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
運
動
へ
の
方
向
は
理
論
的
に
も

ま
だ
見
出
さ
れ
て
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
次
の
F
．
ラ
イ
ン
ホ
ル
ト
「
大
衆
ス
ポ
ー
ツ
」
（
一
九
二
一
年
）
は
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
の
フ
ヅ
ト
ボ
ー
ル
の
普
及
の
状
況
を
描
き
な
が
ら
、
労

働
者
が
階
級
利
益
追
求
を
放
棄
せ
ず
に
ス
ポ
ー
ツ
活
醐
を
す
す
め
る
う
え

で
の
留
意
点
を
述
ぺ
る
。
ま
ず
フ
ヅ
ト
ボ
ー
ル
が
イ
ギ
リ
ス
で
は
誰
を
担

い
手
と
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
か
ら
論
じ
る
。
選
手
の
職
業
か
ら
労
働

者
で
あ
る
の
は
明
ら
か
だ
と
言
う
。
観
衆
も
圧
倒
的
に
労
働
者
で
あ
り
、

そ
の
生
活
の
中
で
の
フ
ツ
ト
ボ
i
ル
の
役
割
の
大
き
さ
か
ら
、
支
配
階
級

に
よ
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
政
治
的
活
醐
弱
化
の
た
め
の
手
段
と
し
て

こ
の
ス
ポ
ー
ツ
の
意
識
的
利
用
が
強
カ
に
作
用
す
る
と
説
明
し
、
「
イ
ギ
リ

ス
に
あ
る
も
の
は
早
晩
わ
が
国
に
も
生
じ
る
だ
ろ
う
」
と
言
う
。
－
オ

ー
ス
ト
リ
ア
に
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
は
お
よ
そ
二
〇
年
前
に
イ
ギ
リ
ス
か
ら
や

っ
て
き
た
。
当
初
は
「
上
流
」
家
族
の
子
弟
が
行
な
う
が
、
こ
の
ス
ポ
ー

ツ
に
特
に
内
在
す
る
傾
向
、
成
績
を
た
え
ず
高
め
ね
ぱ
な
ら
な
い
傾
向
に

よ
う
て
プ
ル
ジ
冨
ア
の
創
始
者
自
身
が
下
層
人
民
階
層
の
野
生
の
カ
か
ら

汲
み
と
る
こ
と
を
余
儀
な
く
す
る
。
競
技
者
と
観
衆
の
大
部
分
は
イ
ギ
リ

7η
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ス
同
様
、
労
働
者
と
従
業
員
で
あ
る
。
支
配
者
に
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
の
「
意

義
」
が
意
識
に
の
ぼ
り
は
じ
め
る
の
は
あ
る
発
展
段
階
か
ら
で
あ
る
。
こ

の
段
階
に
ド
イ
ツ
も
オ
ー
ス
ト
リ
ア
も
達
し
て
い
る
。
ド
イ
ツ
で
は
競
技

者
と
観
衆
の
主
要
部
分
は
「
新
中
間
層
」
と
し
て
把
握
さ
れ
る
。
大
工
業

家
が
ク
ラ
プ
づ
く
り
を
促
進
し
、
皇
族
が
保
護
を
ひ
き
う
け
賞
を
与
え
る
。

ド
イ
ツ
の
フ
ヅ
ト
ボ
ー
ル
選
手
が
民
族
的
で
愛
国
主
義
的
で
あ
る
の
は
不

思
議
で
ぽ
な
い
。
民
族
的
対
立
が
全
体
の
発
展
を
緩
慢
に
し
、
ヴ
ェ
ー
ル

を
か
ぷ
せ
る
と
し
て
も
、
こ
れ
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
も
妥
当
す
る
。
ー

二
う
し
た
普
及
状
況
の
描
写
の
の
ち
論
者
は
自
問
自
答
す
る
。
事
態
が
イ

ギ
リ
ス
の
よ
う
に
な
る
ま
で
待
つ
ぺ
き
か
、
確
か
に
否
だ
。
だ
が
そ
う
す

る
と
こ
の
発
展
に
ど
ん
な
態
度
を
と
る
べ
き
か
。
緒
論
は
、
こ
の
普
及
を

く
い
と
め
る
こ
と
は
不
可
能
だ
し
必
然
的
で
も
な
い
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。

フ
ッ
ト
ボ
i
ル
を
大
衆
ス
ポ
ー
ツ
に
す
る
の
は
、
近
代
ブ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー

ト
の
心
理
学
に
一
致
す
る
こ
と
（
分
業
・
協
業
が
指
導
的
理
念
で
あ
り
、

連
帯
が
そ
の
競
技
の
根
本
思
想
だ
と
い
う
）
と
、
健
康
面
（
事
故
が
稀
だ

と
い
う
）
、
経
済
面
（
個
人
に
と
っ
て
低
廉
）
で
の
メ
リ
ッ
ト
が
理
由
と

し
て
論
じ
ら
れ
る
。
そ
れ
で
は
先
の
状
況
描
写
で
示
さ
れ
た
支
配
階
級
の

ス
ポ
ー
ツ
利
用
に
対
し
て
は
ど
ん
な
態
度
を
と
る
ぺ
き
か
。
そ
こ
で
は
単

に
道
義
的
よ
ぴ
か
け
し
か
な
い
。
つ
ま
り
、
大
陸
の
ブ
ル
ジ
冨
ア
ジ
ー
は

イ
ギ
リ
ス
で
非
常
に
「
良
い
」
成
果
を
示
し
た
手
段
を
の
が
し
は
し
な
い

だ
ろ
う
、
だ
か
ら
、
労
働
者
よ
競
技
は
楽
し
み
な
さ
い
。
し
か
し
諸
君
は

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
だ
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
る
な
、
諸
君
の
階
級
に
対
す
る
諸

君
の
義
務
を
忘
れ
る
な
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
論
理
は
戦
後
「
犬

衆
ス
ポ
ー
ツ
理
念
の
悲
劇
」
と
し
て
総
括
さ
れ
る
。

3

　
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
運
動
は
労
働
者
文
化
・
教
育
運
動
の
一
分
野
と
し
て

成
長
し
た
。
戦
前
の
運
動
を
、
K
・
チ
ェ
ル
マ
ー
ク
「
労
働
者
運
馳
の
文

　
　
（
伍
）

化
的
達
成
」
（
一
九
一
四
年
）
が
教
え
て
く
れ
る
。
彼
は
労
働
者
の
文
化

的
水
準
向
上
の
た
め
の
努
カ
の
成
果
を
党
組
織
が
な
ん
ら
報
告
も
し
て
い

な
い
と
現
状
を
指
摘
し
て
、
次
の
よ
う
に
論
文
の
意
図
を
明
ら
か
に
す
る
。

労
働
時
間
短
縮
の
獲
得
の
闘
争
の
中
で
企
業
家
や
俗
物
は
「
労
働
者
の
余

暇
は
酒
か
賭
博
で
浪
費
さ
れ
る
」
と
い
う
議
論
を
提
出
し
た
。
こ
の
議
論

を
そ
の
後
の
事
実
で
反
証
し
た
運
動
の
到
達
点
を
明
ら
か
に
す
る
の
が
本

論
の
意
図
だ
、
と
。
具
体
的
な
項
目
を
示
し
な
が
ら
内
容
を
要
約
し
よ
う
。

ま
ず
労
働
者
禁
酒
運
動
の
発
展
に
つ
い
て
。
こ
こ
で
は
禁
酒
ク
ラ
プ
の
数

字
上
の
成
果
だ
け
で
な
く
、
主
要
に
は
労
働
者
の
飲
酒
習
慣
・
倫
理
の
金

体
的
変
化
こ
そ
が
大
き
な
達
成
点
で
あ
る
。
次
に
自
然
活
動
の
発
展
に
つ

い
て
。
旅
行
ク
ラ
ブ
「
自
然
の
友
」
は
も
っ
ぱ
ら
労
働
者
か
ら
な
り
、
そ

の
指
導
者
は
わ
が
信
任
者
の
手
に
あ
る
。
ウ
ィ
ー
ン
や
シ
ュ
タ
イ
ヤ
ー
マ

ル
ク
の
ク
ラ
ブ
「
子
供
の
友
」
や
べ
ー
メ
ン
の
わ
が
婦
人
組
織
と
体
育
ク

ラ
ブ
が
労
働
者
子
弟
を
自
然
に
連
れ
出
し
、
青
少
年
労
働
者
に
は
青
年
組

織
が
同
じ
活
動
を
す
る
。
自
由
の
中
で
す
，
こ
す
日
曜
日
の
意
義
が
自
覚
さ

れ
る
。
国
内
・
外
へ
の
ク
ラ
ブ
、
団
体
旅
行
が
分
割
払
い
で
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
ウ
ィ
ー
ン
に
は
自
己
所
有
の
水
浴
場
を
も
つ
労
働
者
水
泳

ク
ラ
ブ
（
例
え
ぱ
ク
ラ
ブ
「
シ
呈
レ
ー
バ
ー
ガ
ル
テ
ン
」
）
が
あ
る
。
「
こ

れ
ら
は
全
て
労
働
者
が
資
本
主
義
的
搾
取
か
ら
闘
い
と
っ
た
わ
ず
か
な
自

由
な
時
間
を
有
益
に
文
化
的
に
価
値
あ
る
形
で
使
っ
て
い
る
こ
と
の
証
明
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で
あ
る
L
。
党
大
会
で
常
に
報
告
さ
れ
る
教
育
活
動
は
実
に
大
き
な
成
果

を
あ
げ
た
と
し
て
以
下
の
事
例
が
示
さ
れ
る
。
講
演
会
の
整
備
、
労
働
者

文
庫
の
築
中
と
改
良
、
ス
ラ
イ
ド
装
置
の
入
手
・
活
用
、
ウ
ィ
ー
ン
や
グ

ラ
ー
ツ
の
ク
ラ
ブ
「
自
由
民
衆
舞
台
」
。
労
働
者
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
コ
ン
サ

ー
ト
は
労
働
者
が
芸
術
の
享
受
を
ゆ
っ
く
り
と
わ
が
も
の
と
し
た
じ
め
て

い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
労
働
者
祭
で
も
労
働
者
の
趣
味
の
改
善
が
反

映
し
、
歌
唱
ク
ラ
ブ
の
リ
サ
イ
タ
ル
で
批
評
の
基
準
が
つ
く
ら
れ
て
プ
回

グ
ラ
ム
が
改
良
さ
れ
、
有
害
な
デ
ィ
レ
ヅ
タ
ン
ト
を
防
止
し
た
。
「
飲
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
ソ
　
デ
　
ル
　
ソ

屋
に
行
く
代
り
に
劇
場
に
、
飲
酒
の
代
り
に
読
書
か
徒
歩
旅
行
が
ま
す
ま

す
階
級
意
識
あ
る
労
働
者
の
標
語
と
な
っ
た
」
。
最
後
に
、
「
労
働
者
が
ス

ポ
ー
ツ
活
動
に
向
か
っ
た
か
ぎ
り
で
さ
え
こ
れ
は
労
働
者
階
級
の
喜
ぷ
べ

き
文
化
的
成
長
と
し
て
歓
迎
」
さ
れ
、
労
働
者
体
育
ク
ラ
ブ
、
ア
ス
レ
テ

ィ
ク
ク
ヲ
ブ
、
フ
ソ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
等
の
例
を
挙
げ
る
。
総
括
し
て
次

の
よ
う
北
言
う
。
こ
れ
ら
の
運
動
は
「
二
〇
年
以
上
も
、
単
に
労
働
関
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

の
改
善
に
よ
っ
て
労
働
者
階
級
を
直
接
的
に
肉
休
的
に
強
化
し
闘
争
能
カ

あ
る
も
の
に
し
て
き
た
だ
け
で
な
く
、
労
働
者
が
そ
の
自
由
な
時
間
と
賃

銀
を
可
能
な
か
ぎ
り
文
化
的
に
使
い
、
そ
の
た
め
に
彼
ら
の
私
的
・
社
交

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

的
生
活
を
通
じ
て
よ
り
高
度
な
文
化
水
準
で
間
接
的
に
肉
体
的
と
同
時
に

精
神
的
に
よ
り
闘
争
能
カ
あ
る
も
の
に
な
る
た
め
の
先
見
的
配
慮
を
し
て

き
た
の
で
あ
っ
た
」
。
労
働
者
文
化
運
動
の
こ
の
総
括
の
実
証
的
検
討
は

　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

こ
れ
か
ら
の
課
題
で
あ
る
。

4

戦
後
四
篇
は
『
カ
ン
ブ
』
誌
面
拡
犬
に
応
じ
て
、

一
篇
を
除
き
、
長
⊥
人

で
あ
る
。
そ
の
全
て
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
労
働
者
ス
ポ
i
ツ
運
動
の
確
立
と

発
展
に
対
応
し
て
理
論
的
基
礎
を
与
え
よ
う
と
し
て
お
り
、
運
動
史
を
研

究
す
る
う
え
で
椅
好
の
材
料
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
戦
後
の
社
会
化
運
動
と
と
も
に
民
衆
の
体
育
分
野
に
鋤
を
入
れ
、
民
衆

体
育
活
動
計
画
を
提
起
し
た
T
・
ベ
ル
ナ
ソ
ツ
「
身
体
鍛
練
の
社
会
的
問

（
日
）

趣
」
（
一
九
一
九
年
）
か
ら
、
戦
前
の
ス
ポ
ー
ツ
運
動
の
隈
界
と
民
衆
体

育
活
動
計
画
の
課
題
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
前
者
に
つ
い
て
。
弱

少
ク
ラ
ブ
か
ら
全
国
規
模
の
連
盟
に
な
る
団
体
が
純
粋
に
私
的
な
イ
ニ
シ

ア
テ
ィ
ヴ
に
よ
っ
て
形
成
さ
札
、
健
康
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
も
競
争
ス
ポ
ー

ツ
と
し
て
も
（
前
者
は
後
者
の
必
然
的
・
自
然
的
補
完
だ
と
い
う
）
、
精

神
と
身
体
の
調
和
的
形
成
と
い
う
死
ん
だ
と
思
わ
れ
た
ギ
リ
シ
ア
的
理
想

を
現
代
に
お
い
て
蘇
生
さ
せ
た
ス
ポ
ー
ツ
運
動
が
成
立
す
る
。
が
、
こ
の

運
動
は
民
衆
の
一
部
に
制
隈
さ
れ
続
け
た
。
そ
れ
は
主
と
し
て
旧
オ
ー
ス

ト
リ
ア
当
局
の
怠
慢
の
結
果
だ
が
、
当
時
の
議
会
支
配
政
党
の
怠
慢
に
も
、

社
会
民
主
党
も
体
育
の
社
会
的
問
魑
を
二
義
的
課
魑
と
し
た
こ
と
に
も
原

因
が
あ
る
。
そ
の
中
で
労
働
者
切
あ
る
部
分
が
先
駆
的
に
働
い
た
1
労

働
者
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
創
設
。
し
か
し
、
こ
の
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
運
動
は
、

労
働
者
階
級
の
既
存
の
労
働
・
生
活
関
係
と
政
治
的
関
係
と
に
よ
っ
て
制

約
さ
れ
、
身
体
的
自
己
教
育
の
意
志
を
強
く
も
つ
相
対
的
に
少
数
の
人
々

だ
け
の
間
題
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
運
動
の
拡
大
を
阻
止
し
た
要
因
に
、
階

級
意
識
あ
る
労
働
者
が
既
存
の
、
場
と
手
段
を
所
有
す
る
「
非
政
治
的
」

ス
ポ
ー
ツ
団
体
に
否
定
的
態
度
を
と
っ
た
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
る
。
戦
後
の

大
き
な
状
況
の
変
化
は
、
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
会
員
が
一
〇
万
人
を

越
し
た
こ
と
、
体
育
に
対
す
る
国
家
・
官
庁
の
態
度
が
本
質
的
に
変
化
し
、
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専
門
部
門
の
設
置
、
報
告
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
見
ら
れ
る

が
、
最
も
重
要
な
の
は
全
て
の
労
働
者
・
兵
士
ス
ポ
ー
ツ
団
体
が
一
大
目

的
連
合
に
結
集
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
民
衆
の
体
育
の
た

め
の
組
織
が
ほ
ぼ
存
在
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
し
あ
た
り
妨
害
と
な
る

の
は
国
家
の
財
政
状
態
と
保
守
的
な
公
務
負
団
体
だ
が
、
そ
れ
以
上
に
重

犬
な
の
は
、
大
規
模
で
統
一
的
で
明
確
な
意
見
を
も
っ
た
活
動
計
画
が
欠

け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
計
画
の
課
題
は
大
き
く
二
つ
あ
る
。
一
、

都
市
ブ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
地
方
・
自
然
へ
の
誘
導
。
二
、
都
市
郊
外

内
・
近
辺
で
の
十
分
な
身
体
的
活
動
の
機
会
づ
く
り
。
と
く
に
こ
の
課
題

の
解
決
の
た
め
に
具
体
的
な
課
題
が
提
案
さ
れ
る
。
ス
ポ
ー
ツ
施
設
計
画

　
　
　
　
　
　
　
ト
苗
ル
ノ
レ
ー
ラ
ー

と
利
用
プ
ラ
ン
。
「
体
操
教
師
」
で
な
い
専
門
教
師
の
大
学
で
の
養
成
と

挙
校
体
育
改
革
。
近
代
的
水
浴
場
建
設
。
こ
こ
で
は
そ
の
詳
細
は
省
か
ざ

る
を
え
な
い
。
諭
文
は
、
次
の
よ
う
な
展
望
を
示
し
て
終
る
。
広
範
な
住

民
は
長
い
視
野
で
の
こ
の
仕
事
の
価
値
を
た
だ
ち
に
は
認
識
し
え
な
い
だ

ろ
う
。
お
そ
ら
く
従
来
支
配
的
政
党
に
よ
っ
て
こ
の
分
野
で
殆
ど
何
も
な

さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
原
因
が
あ
る
。
目
前
の
収
益
性
の
原
理
を
知
ら
ぬ

社
会
圭
義
だ
け
が
こ
の
課
魑
解
決
の
使
命
を
も
つ
。
そ
の
完
全
な
解
決
は

社
会
主
義
国
家
に
お
い
て
初
め
て
可
能
で
あ
る
、
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
〇
一
〕

J
・
ハ
ナ
ク
は
「
身
体
鍛
練
の
合
同
化
」
（
一
九
二
〇
年
）
と
「
新
し

い
権
カ
ー
－
ス
ポ
ー
ツ
ー
ウ
ィ
ー
ン
労
働
者
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
祭
典
に
よ

（
m
）

せ
て
」
（
一
九
二
六
年
）
の
二
つ
の
論
文
を
書
い
て
い
。
る
。
第
一
論
文
は

V
A
S
創
設
を
、
第
二
論
文
は
副
題
通
り
A
S
K
O
初
の
祭
典
を
意
義
づ

げ
た
も
の
で
あ
る
血
し
加
し
内
容
は
資
本
主
義
と
ス
ポ
ー
ツ
と
テ
ー
マ
化

し
た
方
が
理
解
し
や
す
い
。
第
一
諭
文
で
は
主
に
ア
マ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
が
、

第
二
論
文
で
は
独
特
な
「
ス
ポ
ー
ツ
資
本
主
義
」
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
、
ス

ポ
ー
ツ
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
’
論
の
中
心
と
な
り
、
そ
れ
に
対
抗
す
る
労
働
者
ス

ポ
ー
ツ
思
想
の
核
心
を
示
す
と
い
う
構
成
を
と
っ
て
い
る
。
第
一
論
文
は
、

主
体
の
側
の
大
衆
ス
ポ
ー
ツ
、
社
会
的
ス
ポ
ー
ツ
ヘ
の
欲
求
と
、
客
体
の

側
の
絶
対
的
困
窮
と
需
要
の
最
低
数
し
か
充
足
し
え
な
い
傾
向
と
に
よ
る

対
立
物
の
生
成
、
す
な
わ
ち
「
プ
ロ
・
ス
ポ
ー
ツ
と
記
録
ス
ポ
ー
ツ
と
い

う
少
数
の
芸
術
的
身
体
運
動
」
の
発
生
と
い
う
視
点
で
、
ス
ポ
ー
ツ
、
特
に

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
精
神
史
の
発
展
過
程
に
即
し
て
資
本
主
義
的
発
展
と
自

已
解
体
の
内
的
推
進
カ
を
解
明
し
よ
う
と
し
た
。
富
者
と
権
力
者
の
奮
修

享
受
と
ス
ポ
ー
ツ
複
合
体
の
受
動
的
側
面
た
る
観
衆
と
が
ス
ポ
ー
ツ
の
二

重
の
根
源
で
あ
り
、
能
動
的
側
面
は
資
本
主
義
の
下
で
プ
ロ
．
ス
ポ
ー
ツ

マ
ン
と
「
蓉
像
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
」
に
分
化
す
る
。
そ
の
他
の
民
衆
は
見
る

だ
け
と
な
る
。
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
の
両
群
は
社
会
的
目
的
、
社
会
階
級
出
身
、

経
済
的
機
能
に
お
い
て
異
な
る
が
、
関
与
す
る
「
素
材
」
、
ス
ポ
ー
ツ
技

術
は
共
通
で
あ
り
、
報
酬
の
有
無
だ
け
が
外
見
的
区
別
を
与
え
る
。
こ
こ

で
資
本
主
義
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
新
解
釈
と
し
て
ア
マ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
が

成
立
す
る
。
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
の
法
偉
的
上
部
構
造
の
階
級
性
は
明
白
で
あ

る
。
（
そ
の
詳
細
な
記
述
は
省
く
。
現
代
の
ア
マ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
論
と
ほ

と
ん
ど
変
ら
な
い
。
）
犬
陸
で
の
プ
ロ
フ
ェ
ソ
シ
目
ナ
リ
ズ
ム
の
導
入
は

イ
ギ
リ
ス
ほ
ど
進
ま
な
い
。
余
剰
の
労
働
カ
を
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
ぎ
込
む
ほ

ど
の
産
業
予
備
軍
の
大
き
さ
が
な
い
か
ら
、
「
ア
マ
チ
ュ
ア
」
に
甘
ん
じ
る
亨

他
方
、
大
陸
の
ス
ポ
ー
ツ
上
層
部
も
イ
ギ
リ
ス
ほ
ど
多
数
で
も
裕
福
で
も
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な
く
、
貧
困
層
か
ら
の
援
助
な
し
で
す
ま
す
か
、
こ
れ
を
余
儀
な
く
認
め

る
と
き
は
「
ア
マ
チ
ュ
ァ
」
の
厳
楕
な
紳
士
法
と
い
つ
ま
で
も
友
達
づ
き

あ
い
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
大
陸
で
の
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
は
ア
マ
チ

ュ
ア
法
と
の
不
断
の
価
突
の
悲
喜
劇
で
あ
り
、
結
局
は
階
級
的
窓
意
に
従

っ
て
解
釈
し
よ
う
と
す
る
弾
性
ゴ
ム
条
項
の
ト
ル
ソ
ー
し
か
残
ら
な
い
。

ア
マ
チ
ュ
ア
ク
ラ
プ
経
営
の
費
用
の
増
大
と
公
衆
に
よ
る
そ
の
費
用
の
支

払
い
の
相
互
作
周
に
よ
っ
て
、
つ
ま
り
公
衆
は
最
高
競
技
者
の
試
合
に
関

心
を
も
ち
、
ク
ラ
プ
は
「
選
手
チ
ー
ム
」
の
欲
求
に
か
り
た
て
ら
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
小
群
の
ス
ポ
ー
ツ
芸
術
家
に
尖
る
発
展
の
型
が
生
ま
れ
る
。

競
技
者
通
歴
の
開
始
と
民
衆
放
置
、
偽
ア
マ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
の
機
行
。
だ

が
、
こ
れ
を
克
服
す
べ
き
真
の
民
衆
ス
ポ
ー
ツ
の
恩
想
も
た
ち
お
く
れ
た
。

戦
前
は
若
干
の
貧
し
い
小
さ
な
労
働
者
ク
ラ
ブ
し
か
な
く
、
そ
れ
に
は
手

段
も
党
と
そ
の
機
関
紙
に
よ
る
遭
徳
的
支
持
も
欠
け
て
い
た
。
し
か
し
今

や
「
労
働
者
・
兵
士
ス
ポ
ー
ツ
連
合
」
が
、
（
で
き
る
か
ぎ
り
金
て
の
人
々

が
合
理
的
な
身
体
鍛
練
の
機
会
を
得
る
こ
と
を
基
本
線
に
し
て
）
創
設
さ

れ
た
。
こ
の
組
織
化
は
土
地
の
社
会
化
と
身
体
養
生
の
国
有
化
を
政
治
的

核
心
と
し
て
も
ち
犬
衆
の
革
命
化
に
寄
与
す
る
で
あ
ろ
う
。
社
会
主
義
の

自
由
へ
の
適
は
大
衆
の
身
体
鍛
絞
の
自
由
へ
と
通
じ
る
。
以
上
の
よ
う
に

論
じ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
ハ
ナ
ク
は
第
二
論
文
で
独
特
な
「
ス
ポ
ー
ツ
資
本
主
義
」
の
カ
テ
ゴ
リ

ー
を
提
示
し
た
。
そ
れ
は
ブ
ル
ジ
目
ア
ス
ポ
ー
ツ
の
璽
落
を
表
現
す
る
も

の
で
あ
り
、
さ
ら
に
戦
後
社
会
生
活
の
諸
現
象
を
貫
ぬ
く
運
動
原
理
と
し

て
の
「
ス
ポ
ー
ツ
主
義
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
く
く
ら
れ
る
。
「
ス
ポ

ー
ツ
資
本
主
義
」
は
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
複
合
体
を
普
逓
的
文
化
と
の
連
関

か
ら
裂
き
取
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
に
と
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
は
物
そ
の
も
の
、

非
政
治
的
な
も
の
で
あ
る
。
ス
ポ
ー
ツ
は
資
本
主
義
に
と
っ
て
精
神
的
重

カ
喪
失
の
従
順
な
手
段
に
も
な
る
。
記
録
の
思
想
が
精
神
の
付
加
を
排
除

す
る
竈
無
精
神
そ
れ
自
体
の
思
想
！
　
こ
の
重
カ
喪
失
、
こ
の
一
切
の
事

的
規
定
性
な
し
で
済
ま
せ
る
こ
と
、
形
式
以
外
の
何
物
で
も
な
い
も
の
、

あ
ら
ゆ
る
頭
脳
－
天
才
も
白
痴
も
1
の
形
式
を
受
け
と
る
よ
う
な
能

カ
、
が
世
界
中
を
凱
旋
す
る
。
労
働
動
機
と
し
て
の
記
録
原
理
の
貫
徽
に

よ
っ
て
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
か
ら
「
労
働
ス
ポ
ー
ツ
」
（
比
楡
で
な
く
、
作

業
競
争
の
婆
例
を
挙
げ
て
言
っ
て
い
る
）
さ
え
生
じ
る
。
「
ス
ポ
ー
一
ツ
主

義
」
は
記
録
の
恩
想
な
の
で
あ
る
。
こ
の
典
型
像
を
ハ
ナ
ク
は
、
7
ヅ
ト

ボ
ー
ル
記
録
を
保
有
す
る
た
め
だ
け
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
を

買
い
と
っ
た
ユ
ダ
ヤ
民
族
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
ハ
コ
ー
匡
凹
ぎ
筆
」
の
例

で
描
い
て
い
る
。
前
述
し
た
通
り
、
ス
ポ
ー
ツ
主
義
で
は
文
化
の
普
遍
的

シ
ェ
ー
マ
ヘ
の
編
入
の
あ
ら
ゆ
る
試
み
が
挫
折
す
る
。
政
治
、
民
族
、
道

徳
、
知
識
に
対
す
る
そ
の
絶
対
的
「
中
立
性
」
は
、
と
ら
え
ど
こ
ろ
な
く

あ
ら
ゆ
る
実
質
的
な
規
定
可
能
性
か
ら
椀
ぎ
離
さ
れ
る
か
ら
。
そ
れ
は
形

式
的
エ
レ
メ
ン
ト
と
し
て
ア
・
プ
リ
オ
リ
に
わ
れ
わ
れ
の
文
明
に
染
み
透

り
、
ま
さ
に
そ
の
た
め
に
そ
の
外
部
で
そ
れ
に
対
立
す
る
。
ま
た
、
そ
れ

は
単
な
る
形
式
と
し
て
金
て
の
文
化
内
容
か
ら
区
別
さ
れ
、
か
つ
区
別
さ

れ
ざ
る
を
え
ず
、
そ
れ
に
よ
っ
て
の
み
偉
大
も
普
通
も
、
卓
越
も
茶
番
も

そ
の
適
応
能
カ
の
妥
当
範
囲
に
編
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
か
ぎ
り

で
ス
ポ
ー
ツ
主
義
の
論
理
は
貨
幣
の
論
理
で
あ
る
。
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
運

動
は
ス
ポ
ー
ツ
を
文
化
の
構
成
員
と
し
て
そ
れ
に
対
抗
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
ブ
ル
ジ
目
ア
ス
ポ
ー
ツ
の
方
で
も
多
く
の
状
況
に
お
さ
れ
て
そ
の
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イ
デ
オ
回
ギ
ー
的
構
造
の
洗
練
化
を
開
始
し
た
。
ク
ラ
ブ
相
互
の
猛
烈
な

競
争
、
公
衆
の
支
払
能
カ
の
衰
弱
に
よ
っ
て
、
一
方
で
ス
ポ
ー
ツ
資
本
主

義
は
そ
の
憎
報
の
セ
ン
セ
ー
シ
目
ン
と
神
経
刺
激
を
ま
す
ま
す
た
け
り
狂

っ
て
せ
り
上
げ
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
る
が
、
他
方
で
ー
全
く
弱
い
萌
芽

で
あ
れ
－
ス
ポ
ー
ツ
が
か
つ
て
そ
こ
か
ら
出
奔
し
た
精
神
的
内
容
に
再

ぴ
接
近
す
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
、
純
粋
ス
ポ
ー
ツ
的
な
も
の
を
越
え
る
空

間
を
与
え
る
試
み
が
生
じ
る
。
だ
が
、
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
の
真
の
か
け
橋

と
な
る
の
は
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
運
動
で
あ
る
。
文
化
生
活
に
根
ざ
さ
な
い

ブ
ル
ジ
冒
ア
ス
ポ
ー
ツ
は
今
日
の
経
済
的
衝
突
に
よ
っ
て
吹
き
消
さ
れ
る

だ
ろ
う
が
、
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
は
根
な
し
で
な
く
、
内
容
的
に
空
虚
で
な

く
、
労
働
者
階
級
の
文
化
意
識
に
深
く
つ
な
ぎ
と
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

以
上
で
み
る
か
ぎ
り
ハ
ナ
ク
の
展
開
の
特
徴
は
、
ス
ポ
ー
ツ
。
（
ブ
ル
ジ
目

ア
ス
ポ
ー
ツ
で
さ
え
）
を
ゆ
が
め
る
の
は
資
本
主
義
で
あ
り
、
そ
れ
は
ま

た
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
の
推
進
カ
で
は
あ
る
が
文
化
か
ら
疎
遠
に
な
る
ス
ポ

ー
ツ
を
消
し
去
る
カ
で
あ
る
こ
と
の
論
証
に
あ
る
。
だ
が
、
彼
の
い
う

「
大
衆
ス
ポ
ー
ツ
理
念
の
悲
劇
」
を
克
服
す
る
真
の
民
衆
ス
ポ
ー
ツ
恩
想

の
展
開
は
こ
の
論
証
だ
け
で
は
不
十
分
だ
と
恩
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

　
最
後
の
論
文
、
H
・
・
ガ
ス
ト
ゲ
ー
プ
「
パ
ン
と
曲
馬
」
（
一
九
；
一
一

年
）
は
右
に
述
ぺ
た
こ
と
の
傍
証
を
与
え
て
く
れ
る
。
そ
れ
は
、
祉
会
主

義
者
に
も
根
強
く
存
在
し
た
民
族
主
義
と
そ
の
根
源
に
あ
る
政
治
と
文
化

の
二
元
論
を
、
具
体
的
事
例
に
よ
っ
て
批
判
し
た
の
で
あ
っ
た
。
民
族
主

義
的
発
作
を
起
こ
さ
せ
た
の
は
、
ロ
ン
ド
ン
で
の
イ
ギ
リ
ス
対
オ
ー
ス
ト

リ
ア
の
プ
回
・
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
戦
で
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
の
辛
勝
に
終
っ
た

が
、
ド
ル
フ
ス
か
ら
オ
ソ
ト
ー
・
パ
ウ
ア
ー
ま
で
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
プ
ロ

選
手
を
「
名
替
あ
る
」
敗
け
方
を
し
た
と
賞
讃
し
、
社
会
主
義
的
新
聞
も

含
め
全
新
聞
が
十
一
人
の
プ
回
を
民
族
的
英
雄
と
も
ち
あ
げ
た
の
で
あ
る
。

バ
ウ
ァ
ー
の
議
会
発
言
な
ど
詳
細
は
省
く
が
、
ガ
ス
ト
ゲ
ー
プ
は
次
の
よ

う
に
述
ぺ
る
。
プ
ル
ジ
目
ア
階
級
の
感
激
は
不
恩
議
で
は
な
い
。
不
可
解

な
の
は
社
会
民
主
主
義
者
の
近
視
眼
だ
、
彼
ら
は
ブ
ル
ジ
目
ア
ス
ポ
ー
ツ

の
国
粋
主
義
的
い
か
さ
ま
を
見
抜
け
ず
セ
ン
セ
ー
シ
目
ン
ス
ポ
i
ツ
に
屈

服
し
て
い
る
、
と
。
そ
の
原
因
は
党
の
文
化
綱
領
か
ら
も
労
働
者
ス
ポ
ー

ツ
の
原
則
か
ら
も
逸
脱
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
政
治
的
領
域
で
社
会
主
義

的
方
向
を
追
求
し
な
が
ら
、
文
化
的
に
ブ
ル
ジ
目
ア
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
正

当
な
も
の
と
み
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
労
働
者
階
級
解
放
の
立
場
で
は

ス
ポ
ー
ツ
も
中
立
的
領
域
で
は
な
く
、
ブ
ル
ジ
目
ア
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
か
ら

離
れ
独
自
の
社
会
主
義
的
政
策
を
行
う
分
野
の
一
つ
で
あ
る
。
労
働
者
ス

ポ
ー
ツ
運
動
の
立
場
も
誤
解
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
個
々
の
競
技
者
と

し
て
の
プ
ロ
・
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
に
反
対
す
る
闘
争
が
行
わ
れ
る
の
で
は
な

く
、
そ
の
階
級
支
配
を
ス
ポ
ー
ツ
に
お
い
て
保
持
す
る
た
め
に
プ
ロ
競
技

を
利
用
す
る
ブ
ル
ジ
目
ア
ス
ポ
ー
ツ
運
動
と
闘
か
う
の
で
あ
る
。
ス
ポ
ー

ツ
は
人
民
の
財
産
に
な
る
べ
き
も
の
だ
か
ら
。
だ
が
、
一
方
で
プ
ル
ジ
目

ア
世
界
に
よ
る
労
働
者
階
級
弱
体
化
の
追
求
と
、
．
他
方
で
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

ー
ト
に
よ
る
そ
の
助
長
（
ブ
ル
ジ
目
ア
的
理
念
に
主
と
し
て
文
化
的
領
域

で
屈
服
し
、
明
確
な
社
会
主
義
的
文
化
政
策
を
適
求
し
な
い
こ
と
に
よ

る
）
が
政
治
的
無
関
心
を
つ
く
り
だ
す
。
人
民
の
た
め
の
バ
ン
と
曲
馬
、

だ
が
支
配
階
級
の
カ
、
資
本
主
義
的
な
大
き
な
希
望
の
玩
弄
物
と
し
て
の
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人
民
。
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
は
こ
の
分
野
で
ブ
ル
ジ
目
ア
階
級
の
プ
ラ
ン
を

．
粉
砕
す
る
最
も
有
効
な
形
式
で
あ
り
、
大
衆
ス
ポ
ー
ツ
を
政
治
的
啓
蒙
と

結
合
す
る
運
動
で
あ
る
。
ガ
ス
ト
ゲ
ー
プ
は
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
、
焦
燥

が
感
じ
と
れ
る
よ
び
か
け
で
結
ぷ
。
「
気
晴
し
の
た
め
の
遊
戯
や
ス
ポ
ー

　
ツ
で
は
な
く
、
政
治
的
．
経
済
的
・
文
化
的
反
鋤
と
資
本
主
義
を
克
服
し

う
る
精
神
的
．
肉
体
的
に
闘
争
能
力
あ
る
プ
回
レ
タ
リ
ア
ー
ト
を
教
育
す

る
と
い
う
認
識
で
の
ス
ポ
ー
ツ
を
！
」

　
本
稿
の
目
的
は
『
カ
ン
プ
』
論
文
の
内
容
を
紹
介
し
、
運
動
史
の
莚
言

と
し
て
今
後
の
研
究
に
役
立
て
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
私
見
で
は
労
働
者
ス

ポ
ー
ツ
は
単
に
労
働
者
の
ス
ポ
ー
ツ
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
現
代
の
ス
ポ

ー
ツ
の
主
体
が
国
民
諸
階
層
で
あ
り
な
が
ら
、
真
に
ス
ポ
ー
ツ
主
体
た
り

え
て
い
な
い
主
体
的
・
客
体
的
条
件
を
克
服
す
る
「
権
利
と
し
て
の
ス
ポ

ー
ツ
」
の
歴
史
的
先
駆
形
態
で
あ
る
。
そ
の
運
動
史
は
ス
ポ
ー
ツ
主
体
形

成
史
で
あ
り
人
氏
ス
ポ
ー
ツ
思
想
形
成
史
で
あ
る
。
そ
の
実
証
研
究
に
お

い
て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
運
動
史
が
い
か
な
る
問
題
性
を
秘

。
め
て
い
る
か
を
見
出
し
つ
つ
そ
の
歴
史
的
具
体
像
を
描
く
こ
と
が
今
後
の

　
　
　
　
（
蜆
）

テ
ー
マ
で
あ
る
。

　
b
胃

－
o
q
．
－

ヅ
ト
ー

1
o

　
〆
讐
昌
勺
｝
－
　
ω
0
N
敏
巨
o
昌
o
写
顯
弍
窒
｝
o
　
峯
o
目
黒
盟
o
プ
ユ
津
‘

巨
蜆
・
・
N
9
「
ぎ
P
岩
S
l
岩
簑
）
1
創
刊
時
の
編
築
者
オ

．
バ
ウ
ア
ー
、
ア
ド
ル
フ
・
ブ
ラ
ウ
ン
、
力
ー
ル
・
レ
ン
ナ

（
1
）
　
＝
彗
㎝
O
轟
厨
①
ダ
U
胃
＞
ま
9
↓
宵
巨
邑
罫
H
ぜ
o
斗
冒
ρ

　
肉
0
＝
｛
o
寿
自
岸
昌
ま
（
）
蜆
清
昌
9
昌
‘
－
巳
　
司
轟
汰
9
ユ
津
　
日
昌
　
N
．

　
＞
｝
o
津
雪
－
o
与
目
官
邑
o
婁
一
昌
H
8
卜
ω
。
呂
－
竃
。
な
お
第
二
次

　
大
戦
後
に
次
の
単
行
本
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
｝
彗
蜆
Ω
竃
厨
血
亘

　
く
彗
彗
・
奮
彗
二
冒
ω
茎
ぎ
自
よ
O
盲
げ
冨
苧
童
詩
暑
葦

　
ま
◎
蜆
守
胃
色
g
．
事
甘
彗
s
＄
、
本
学
図
書
館
に
収
め
ら
れ
る
予
定

　
だ
が
、
未
見
。

（
2
）
　
こ
の
地
区
区
分
に
つ
い
て
は
次
の
資
料
を
参
照
。
O
＄
9
簑
駐
－

　
一
〕
①
ユ
o
巨
①
邑
〕
雪
g
o
言
享
Φ
H
竃
o
o
、
ト
o
o
o
鶉
＞
ユ
〕
o
岸
胃
－
↓
自
冒
・
自
自
o
－

　
ω
O
O
茎
昌
邑
鼻
｝
く
；
■
O
甘
・
一
㎝
H
8
9
ω
1
S
睾
自
．
ω
l
S
N
｝
一

　
労
働
者
体
育
家
が
依
然
と
し
て
ド
イ
ツ
の
同
盟
組
織
に
組
織
さ
れ
、

　
か
つ
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
金
国
組
織
を
構
成
し
た
そ
の
二
重
構
造
の
解

　
明
は
、
ド
イ
ツ
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
運
動
史
研
究
で
も
与
え
ら
れ
て
い

　
な
い
。

（
3
）
　
A
S
K
O
内
最
大
団
体
は
「
自
然
の
友
」
。
公
式
の
機
関
紙
は

　
一
九
二
九
年
創
刊
の
、
＜
o
岸
蜆
岩
o
ユ
、
で
ポ
っ
た
。
な
お
ド
イ
チ
ュ

　
は
S
A
S
I
会
長
と
し
て
次
の
著
作
を
書
い
た
。
盲
｝
蕩
U
雪
誹
o
戸

　
ω
勺
o
ユ
昌
匝
弔
o
巨
戸
H
昌
＞
三
弐
顯
溶
旦
彗
ω
畠
巨
尿
ご
眈
o
巨
g

　
＞
艘
O
岸
睾
ω
唱
ユ
ー
5
宥
；
曽
巨
O
量
一
9
＜
宰
5
0
日
－
．
甲
婁
‘
U
后
ぎ

　
乞
彗
巨
o
厨
宰
一
｝
雪
－
ま
H
8
o
o
．

（
4
）
蟹
毒
邑
ω
“
暑
亘
ω
邑
ま
・
苧
童
葦
留
暮
：
置
9
目
～
．

　
－
O
q
ー
ド
旨
．
■
艮
↓
1
一
．
－
己
－
－
Φ
S
1
ω
．
ミ
ω
ー
ミ
十

（
5
）
　
雰
・
2
墨
邑
射
9
ま
O
員
ヨ
目
冒
霊
蜆
彗
｛
昌
庁
．
－
O
O
．
㎞
1
旨
．

　
宙
o
芹
－
．
＞
自
吹
冨
“
H
ε
N
．
ω
－
㎞
岩
l
s
－
．
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一
6
）
嚢
・
；
實
…
一
二
ぎ
書
）
、
窒
葦
昌
。
■
。
一
蜆
。
自
己
。
茗
昌
｛
、
、

ξ
置
至
一
。
毒
窄
目
。
司
二
㎝
．
、
』
・
．
o
」
二
昌
二
皇
・
ω
・
阜
～
N

　
l
阜
ω
o
1

（
7
）
　
オ
ー
ス
ト
リ
ア
労
働
者
文
化
と
オ
ー
ス
ト
回
．
マ
ル
ク
ス
主
義

　
　
の
関
係
を
研
究
し
た
次
の
文
献
の
検
討
は
別
の
機
会
に
し
た
い
。

婁
邑
雲
o
蜆
員
冥
竃
片
自
・
昌
ρ
ぎ
葦
o
竃
邑
彗
員
書
g

　
　
H
畠
9
胃
冨
け
9
鶉
胃
二
昌
o
冒
邑
o
ま
岨
＞
邑
8
昌
胃
註
目
自
ω
・

　
　
冒
8
電
く
邑
晶
峯
一
昌
H
婁
H
・
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